
製品に登録されたファイルと原料を管理する 

 
 

 
 

（冒頭スライド） 
サプライヤトレーニン

グの本項目にアクセス

いただきありがとうご

ざいます。このビデオ

の目的は、特定の製品

に登録された複数の文

書と原料を管理する手

順を順にご説明するこ

とです。 

 
 
 

（スライド 1-A） 
初めに、[Add New 
Document]ボタンを選

択し、新たな文書を追

加します。  
 

 （スライド 2-A） 
簡単な説明を入力しま

す。 

https://supplier.intel.com/ehs/SEIMS/SupplierAddsmultiDocAndIng.htm


 
 
 

 
 

（スライド 2-B） 
[Browse]ボタンで、該

当する PDF ファイル

を探します。 
 

 （スライド 2-C） 
適切な PDF ファイル

を選択します。 



 
 
 
 

 
 

（スライド 2-D） 
[Open]ボタンで、ファ

イルを追加します。 
 

 （スライド 2-E） 
[Document Type]ドロ

ップダウンメニューを

選択し、新たな文書タ

イプを追加します。 
 



 
 
 
 

 
 
 

（スライド 2-F） 
[MEIT]を選択しま

す。  

 

 

（スライド 2-G） 
ここでも簡単な説明を

入力します。 
 

 （スライド 2-H） 
[Browse]ボタンで、2



 

番目のファイルを探し

ます。 
 

 

 

（スライド 2-I） 
[Upload Files]ボタンを

選択します。 
 

（スライド 3） 
2 つの文書タイプが登

録され、使用可能とな

りました。 
 



 
 
 

 

（スライド 4） 
この製品に原料を追加

してみましょう。
[Add New Ingredients]
ボタンを選択します。 
 

 

 
 
 

（スライド 5） 
原料名を入力します。
(1) 
 
含有率を入力します。
(2) 
 
CAS 番号を入力しま

す。(3) 
 
さらに、[Intellectual 
Property]チェックボッ

クスを選択します。
(4) 
 
その後、[Save]ボタン

を選択します。(5) 
 

 （スライド 6） 
--説明なし 
 



 
 
 
 

 
 

（スライド 7） 
亜鉛が追加されまし

た。次に、[Add New 
Ingredients]ボタンを選

択し、2 番目の原料を

追加します。 



 
 
 
 

（スライド 8） 
同様の手順で原料名

[Acetone]を追加しま

す。 
 
 

 
 

（スライド 9） 
2 つの原料が追加でき

ました。ここで、アセ

トンの含有率を 12 パ

ーセントから 22 パー

セントに変更します。



 
 
 

（スライド 10） 
これには、[Details]リ
ンクを選択します。 

 
 
 

（スライド 11-A） 
[22]という値を入力し

ます。 

 （スライド 11-B） 
[Save]を選択します。 
 



 
 

 
 
 

（スライド 12） 
下へスクロールして原

料履歴を確認します。 
[History]リンクを選択

します。 
 

 （スライド 13-A） 
更新後の含有率が最初

に表示されることが分

かります。 
 



 
 

 

（スライド 13-B） 
次に、[Back]ボタンを

選択します。 

 
 
 

（スライド 14） 
--説明なし 



 

（スライド 15） 
では、CAS 番号のな

い新たな原料を追加し

てみましょう。 
[Add ingredient]ボタン

を選択します。 
 

 

 
 

（スライド 16-A） 
原料名[H2O]を入力し

ます。 
含有率を入力します。 
今回は、CAS 番号の

ない原料であることを

示すチェックボックス

を選択します。

[Intellectual Property]チ
ェックボックスは選択

しないため、この原料

は知的財産にはなりま

せん。 
 

 （スライド 16-B） 
[Save Ingredient]ボタン

を選択します。 
 



 

 

（スライド 17-A） 
H2O の知的財産欄を

見てみると、この原料

が知的財産ではないこ

とが分かります。 
トレーニングのため、

今度はこの原料 H2O
を削除します。 
 
 

 （スライド 17-B） 
[Delete]リンクを選択

します。 
 



 
 

 
 
 
 
 
 

（スライド 17-C） 
この原料の削除を確定

するため、[OK]を選

択します。 



 
 
 
 
 
 

（スライド 18） 
では、残りの原料も削

除してみましょう。 
 

 
 
 
 

（スライド 19） 
[Delete]リンクを選択

します。 



 
 
 

（スライド 20） 
[OK]を選択します。 

 
 
 
 

（スライド 21） 
すべての原料を削除し

ようとしても、その操

作は受け付けられませ

ん。これは、有効な製

品 1 つに対し、文書タ

イプと原料がそれぞれ

1 つは存在しなければ

ならないというルール

があるためです。 
 
これで、「特定の製品

に登録された複数の文

書と原料を管理する手

順」に関するサプライ

ヤトレーニングを終わ

ります。 
 

 

 

 

(Opening Slide) 

Welcome to this segment of supplier training.  The goal of this video is to walk you 

through the process of how to manage multiple documents and ingredients for a given 

product. 

 

(Slide 1A) 



We will start by adding a new document by selecting the “Add New Document” button.   

 

(Slide 2-A) 

Type in a brief description.  

 

(Slide 2-B) 

“Browse” for your PDF file.  

 

(Slide 2-C) 

Locate the appropriate PDF file.  

 

(Slide 2-D) 

Select “Open” to add the file.  

 

(Slide 2-E) 

Select the “Document Type” drop down menu to add a new document type. 

 

(Slide 2-F) 

Choose the ‘MEIT item 

 

(Slide 2-G) 

Type in another brief description. 

 

(Slide 2-H) 

Now “Browse” for your second file. 

 

(Slide 2-I) 

Select the “Upload Files” button. 

 

(Slide 3) 

As you can see both document types are listed and the current files. 

 

(Slide 4) 

Let’s now add our ingredients for our product. Select the “Add New Ingredients” button.   

 

(Slide 5) 



Type the ingredient name.  Input the component percentage. Add the CAS number.  Now 

select the “Intellectual Property” checkbox. And, select the “Save” button. 

 

(Slide 6) 

--Nothing spoken 

 

(Slide 7) 

Now that zinc is added select the “Add New Ingredients” button to add the second 

ingredient.   

 

(Slide 8) 

Use the same steps to add the ingredient name “Acetone.” 

 

(Slide 9) 

Now that both ingredients are added, change the component percentage for acetone from 

12 percent to 22 percent.   

 

(Slide 10) 

Select the “Details” link in order to do so.   

 

(Slide 11-A) 

Input the value “22.”  

 

(Select 11-B) 

Select “Save.” 

 

(Slide 12) 

Now scroll down to see the ingredient history. 

Select the “History” link. 

 

(Slide 13-A) 

As you can see the updated component percentage is listed first. 

 

(Slide 13-B) 

Now select the “Back” button.  

 



(Slide 14)  

Nothing spoken 

 

(Slide 15) 

Let’s add a new ingredient that does not contain a CAS number.   

Select the “Add ingredient” button.   

 

(Slide 16-A) 

Type in the ingredient “H2O.”  

Add in a component percentage. 

This time we will select the checkbox option for an ingredient that does not have a CAS 

number. Because we didn’t select the Intellectual Property checkbox this ingredient will 

not be Intellectual Property. 

 

(Slide 16-B) 

Select the “Save Ingredient” button. 

 

(Slide 17-A) 

If you look at the IP column for H2O it states that this ingredient is not Intellectual 

property.   

For training purposes we will now delete the H2O ingredient. 

 

(Slide 17-B) 

Select “OK” to confirm you want to delete this ingredient. 

 

(Slide 18) 

Now let’s attempt to delete the remaining ingredient. 

 

(Slide 19) 

Select the delete option  

 

(Slide 20) 

Select OK 

 

(Slide 21) 



Even though you attempted to delete all the ingredients you weren’t allowed to do so. 

One of the rules is you must have one document type and one ingredient for an active 

product. 

This concludes this segment of supplier training which is “How to Manage Multiple 

Documents and Ingredients for a given product.” 

 

 

 


